
Ｎｏ 内　　　　容 配布方法 担当部署 内線番号 備考

1 令和6年度ごみ収集日程表 世帯配布 環境課 195

2 社協だより（第71号） 班回覧
島原市社会福祉協
議会

63-3855 別途送付

3 サポートセンターだより（第３１号） 班回覧 島原地区保護司会 62-3941 別途送付

・島原市役所（６３－１１１１）

・有明支所（６８－１１１１）

町内会・自治会　配布物一覧表（３月１日回覧分）

以上

市ホームページに町内会・自治会に関する様々な情報を

掲載しています。毎月の市からのお知らせ（班回覧・世帯配

布等）の有無についても、こちらのページでご確認できます

ので、ぜひご活用ください。

市ホームページ▼
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多年の社会福祉功労を称え 17名に社協会長表彰を授与
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広報誌 1社会福祉法人 島原市社会福祉協議会



去る12月6日(水)、島原市福祉センターにおいて令
和5年度島原市社会福祉協議会会長表彰式が開催さ
れました。
この表彰式は、島原市社会福祉協議会主催のもと、島
原市内の町内会・自治会長や社会福祉施設並びに社
会福祉団体の役職員などを対象に、多年にわたり地
域福祉の増進に尽くされ、その功績が顕著な方 に々対
し、表彰状と記念品を授与するもので、毎年開催をし
ています。
今回表彰されました方々は17名で、当日の表彰式に
は代理出席を含め7名の方にご出席いただき表彰を
行いました。
受賞された皆様、本当におめでとうございます。これ
からも引き続き、地域福祉の推進にご協力とご理解を
お願い申し上げます。
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「月 22 日、有明総合文化会館において、ふれあい
サ□ンリーダー研修会を開催しました。
研修会は、珠響庵 (たまゆらあん)代表の末永信子
さんを講師に「高齢者の健康とハーブ・アロマ」と
いう演題で講演があり、30 名の参加者がグループ
に分かれ 「ハーブティー」 「ハンドクリーム」 「ア

□マフレグランス」作りを体験しました。

人は年齢を重ねるとともに、匂いに鈍感になってき
ます。しかし、鼻を鍛えることで認知症予防にも繋
がるというアドバイスを頂きました。

「発達障害児の理解と行動」
(基礎編)講演会開催

1月22 日、福祉センターで保育所・幼稚園の支援者を
対象に講師よる講話とグループワークを行い、こども
の行動の理解や観察、その対応についての講演会を開
催しました。

参加者からは、こどもとの関わり方について日々の保
育を見直す良い機会になったなどの声をいただきまし
た。

　 　　　　　　

ー1↑「1 1 .4

令和5年度島原市社会福祉協議会会長表彰受賞者

○町内会長・自治会長永年勤続 (10 年以上)

大石 正幸 様 (新馬場町内会長)

○社会福祉施設役職員永年勤続 (8年以上)

本多 祐子 様 (特別養護老人ホーム秩父が浦荘)
松尾 命 様 (社会福祉法人楽山会)
片山 悠 様 (同)
泉 文法 様 (同)
井上 拓也 様 (同)
鬼塚 和彦 様 (同)
野島 千晶 様 (社会福祉法人松風会清華学園)
増田 稔子 様 (同)
平川 由美 様 (同)
安野 直子 様 (同)
石田 みどり 様 (同)
布田 洋子 様 (島原市手をつなぐ育成会)
漬田 由美子 様 (同)

○社会福祉団体役職員永年勤続 (10年以上)

徳永 麻美子 様 (島原市母子寡婦福祉会)
鬼塚 厚子 様 (同)
中村 明日香 様 (島原市社会福祉協議会)
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グループに分かれて足浴演習する受講生
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家族の介護をしている、いざという時のために、介護
手やボランティアをやってみたい、そんな方々を対象に
1月10日、23日、31日の3日間「今からはじめる介護教
室」を開催し16名の参加がありました。
講師は、ルリ総合学園介護講師の山口久美子先生。
実技演習では、4つのグループに分かれて、移動、移乗、
車いす、洗髪、足浴、衣類着脱の介護を行いました。

受講者から「頭では解っていても実際行ってみると思う
ようにいきませんでした」「介護をする時が来たら活かし
たい」「街中でも気軽にお手伝いが出来そうです」といっ
た感想がありました。
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》』し一ム」からの

いトレーニング器具が増えまし
りにご利用されてはいかがで

2時間単位での利用になります
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島原市福祉センターがより充実しました !

有明温泉「美人の湯」からのお知らせ

毎月26(フ□)日はポイント3倍デーとしてお
ります。
4月26日は「よい風呂」の語呂合わせにちな
んで、下記の期間はポイント3牡とします。

　
　
　

　

　　
　
　

　　
　
　

ン

の
ン

4

　　　
　
　

“ひご利用ください。

4月24日(水)~4 月29日(月)
※「美人の湯」の最終受付は 20:30 です
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島原市福祉センターに新たにネットワーク回線を増設し、貸し出し用のパソコン3台、プ□ジェク
ター2台、スクリーン1枚を整備しました。また、2階の 2つの和室にはテーブルと椅子を準備しま

した。福祉の向上を図るための講演会の開催や各種研修会・会議、WEB 会議などでのご活用を
お待ちしております。
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島原地区保護司会

学・高校生弁論大会間中 汁 開催
1 1

島原半島 3市におし、て "社会を明るくする運動“の一環として、 7月 2 5日~2 7日に「中学 ・

高校生弁論大会」が開催されました。南島原市はありえ] レジヨホール、雲仙市は吾妻町ふるさと
会館、島原市は島原復興サブ・アリーナの会場におし、て行われました。

半島内の中学校から3 3名、高等学校から4名の生徒が出場し、それぞれの熱し、思いを堂々と発

表されました。

　

南島原市 南島原市立北有馬中学校3年 佐原 有紗さん

「音楽にのせて」 しばた まほ

雲仙市 雲仙市立吾妻中学校3年 柴田 莱星さん
「普通の暮らし 当たり前の生活 明るい未来へ」

まつなが さとる

島原市 [中学の部]島原市立第一中学校3年 松永 悟さん

「未来へ向かって」
し、な だ ち ほ

[高校の部]長崎県立島原農業高等学校3年 稲田 千穂さん
「食に秘めた力~ひとの心を明るくするきっかけに~」

る速働』 第 16 同雲仙 市中学生弁論大会 竿G8F ★- ★ -+ とき禽十全

　

　

　 　　 　 　　 　
　
　
　

鏑73 回「社会を明るくする連動』
南島原市中学生弁論大食
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南島原市 雲仙市 島原市

なお、最優秀賞者4名の皆さんは、7月31 日に佐世保市のアル
カスSASEBO で開催された.「中学・高校生長崎県弁論大会」に

島原半島代表として出場されました。

審査の結果・中学生の部で柴田莱星さんが県弁論大会中学生の部 県弁論大会中学)生の部で最優秀
最優秀賞 (県知事賞)に選ばれました。 賞に輝し、た柴田莱星さん
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・碁・二.嘘鎚琴平噌に蛇 を
法務大臣表彰者 左から内藤薫(南島原市北有馬町)・門康之(雲仙市瑞穂町)・馬渡清忠(島原市有明町)

11 月 2 9巳長崎市民会館文化ホールにおし、て、長崎県更生保護関係者顕彰式典が行われました。本年度
は新型コ○ナウイルス感染防止の観点から、昨年度に引き続き式典参加人数を縮小した開催となりました。
保護司、更生保護法人等役職員、更生保護女性会員、BBS 会員、民間協力者への表彰が行われました。
令和5年度ご功績を讃えられました島原地区保護司会の皆様は2 6名です。

○法 務 大 臣 表 彰…馬渡 清忠・内藤 薫・門
○全国保護司連盟理事長表彰…山□ 政彦
○九州地方更生保護委員会委員長表彰…岩永こずえ・近藤 啓子・志賀
○九州地方更生保護委員会委員長感謝状…冨永 孝司・園田 敏之
○九州地方保護司連盟会長表彰…入江由紀子・上田 文啓・河内
○長 崎 県 知 事 感 謝 状…安居院公章・酒井 邦雄・藤野
○長崎保護観察所長表彰…伊藤 安麦・宅島 良則・平井
○長崎県保護司会連合会会長表彰…明島 章也・大村美智子・田上

第73回"社会を明るくする運動"
長崎県小学生・中学生作文コンテストの結果

“社会を明るくする運動" の趣旨を踏まえて、日
常の家庭生活、学校生活の中で体験したことを基
に、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非
行をした人の立ち直りについて考えたこと、感じ
たことなどを題材として行われたものです。島原
地区 3市では、小学校 2 9校・中学校 1 2校が参
加し、そのうち小学生 6 2点、中学生 2 3点の応
募がありました。

10 月 5日に長崎県推進委員会事務局で審査が
行われ、次の方々が最優秀賞に選ばれました。お
めでとうございます。
なお、最優秀作品につきましては "社会を明る

くする運動"中央推進委員会が実施します作文コ
ンテストに推薦をされました。

【小学生の部】 ながかわ 軌

島原市立第4小学校6年 永川 愛
『困ったとき、頭に浮かぶ誰かでありたい』

あらき まどあ

南島原市立有家学校6年 荒木 円愛
『本当に大切なこと』

みやざき

雲仙市立大正小学校6年 宮崎いろは だ【
『つぼみを花に』 、

鰯
静

【中学生の部】 はだの。あき 1ーー ーー-
島原市立第 1中学校3年 島田典明
『地球の宝』

岩国刑務所を研修視察

11 月 7日、島原地区保護司会 2 9名は、会員研修の
一環として、山□県岩国市錦見にある岩国刑務所を視察
しました。岩国刑務所は、周囲が民家に囲まれており、
中国地方で唯一の女子受刑者のみを収容してし、る刑務所
です。

まず、総務部の刑務官により施設の概要につし、て説明
がありました。受刑者は主に窃盗犯や覚せし、剤事犯者が
多くを占めており、収容定員は約 3 5 7名で現在 2 0 3
名 (5 6.9%) 収容中とのこと。

1日の刑務作業は、女性に特有の洋裁作業 (縫製・手
芸) やガラス製品の加工などが主であり、特に受刑者が
作った日用品を展示販売する矯正展では人気を博してし、
るとのことです。刑務所では、矯正処遇の三本柱である
改善指導・教科指導・刑務作業を行し、ながら、刑期が終
る前に社会に帰れるよう仮釈放まで持つていくことを指
導目標にしているとのことです。
所内見学では、職業指導の実習場や生活の場を見学し

ましたが、居室には鍵がかけられてなく、また個室トイ
レがなく共同トイレとなっており、各部屋の雰囲気が開
放的で明るい環境にあると思し、ました。所内を見学後、
職員との質疑応答も活発に交わすことが出来ました。
施設参観の便宜を図ってし、ただき、現地で対応してし、た
だきました職員の皆様のご協力に対し深く感謝申し上げ
ます。
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広子・嶋田惣二郎

進・菊池 文雄・岩村

幸徳
節朗
伸一・松竹 正純

良之・大山 真一


